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１ Ａターン・就職促進事業

決算額 ４５，５６２千円

(うち県委託費７，９７３千円)

県内企業へのＡターン就職の促進を図るとともに、Ａターン後の職場定着を支

援するため、Ａターン希望者登録の促進、県内企業と登録者双方に対する迅速・

的確な情報とマッチング機会の提供、効果的な広報活動、相談対応を行うなど、

積極的な事業展開に努めた。

（１）Ａターン就職希望者登録の促進

Ａターンフェアや相談会等の開催、市町村広報、情報誌等を通じて広く

登録制度の周知・登録を呼びかけ、新規登録者の増加を図った。

(単位；人)

２年度 ３年度 ４年度 ５年度

区 分 実 績 実 績 実 績 実 績

新規登録者数 ８２３ ８７０ ６７１ ５７２

年度末登録者数 １，８８５ ２，３１７ ２，３５０ ２，４５０

Ａターン者数 １，１２０ １，１８３ １，０８４ １，１３５

うち登録者 ４１６ ４４８ ４６３ ４５０

登録企業数 ４６９ ５７７ ６７５ ７７２

（２）面接機会等の提供・確保

Ａターンフェア（企業面談会、市町村・各種業界団体等面談、セミナー、

適職診断、就活相談、移住相談、学生相談、）を、対面方式で秋田２回、東

京３回開催するほか、オンライン方式で３回開催した。

①対面方式

Ａターンフェア実施区分 規 模 開 催 時 期 開 催 地

機構・国・県主催 ８５社 ７月 １日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ

機構・国・県・秋田市主催 ９９社 ８月１２日 秋田 テルサ

機構・国・県主催 ６８社 １０月２２日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ

機構・国・県・秋田市主催 ７６社 １２月３０日 ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ
機構・国・県主催 ６９社 ２月 ３日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ

※ Ａターンフェアと県主催の移住・就業フェアを一体化して、

「あきたまるごとＡターンフェア」として開催
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５年度フェア開催状況
７月 １日 東京 東京都立産業貿易センター浜松町館

企業数 ８５社（７９ブース）

来場者 １５４人

延面談 １４１件 １ブース１．８件

相談等 １８０件

市町村・団体 ２７

相談コーナー ４ Aターン、移住、学生就活、職業適性診断
８月１２日 秋田 秋田テルサ

企業数 ９９社（９４ブース）

来場者 １５８人

延面談 ３０１件 １ブース３．２件

相談等 ８６件

市町村・団体 １６

相談コーナー ５ Aターン、移住、学生就活、ハローワーク、
職業適性診断

１０月２２日 東京 東京都立産業貿易センター浜松町館

企業数 ６８社（６２ブース）

来場者 １４１人

延面談 １７３件 １ブース２．８件

相談等 ２２０件

市町村・団体 ３２

相談コーナー ４ Aターン、移住、学生就活、職業適性診断
１２月３０日 秋田 ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田

企業数 ７６社（６９ブース）

来場者 ２１２人

延面談 ３６５件 １ブース５．３件

相談等 １００件

市町村・団体 １６

相談コーナー ５ Aターン、移住、学生就活、ハローワーク、
職業適性診断

２月 ３日 東京 東京都立産業貿易センター浜松町館

企業数 ６９社（６３ブース）

来場者 １３３人

延面談 １８６件 １ブース２．９件

相談等 １８５件

市町村・団体 ２９

相談コーナー ４ Aターン、移住、学生就活、職業適性診断
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５年度計（オンライン含む）

企業数 ４４３社

来場者 ８０９人

延面談 １，１６６件

相談等 ７７１件

市町村・団体 １２０

相談コーナー ２２

②オンライン方式

求人職種ごとに分けて３回開催

・日程

６月 １日～ ３日 ＩＴ系エンジニア

６月 ８日～１０日 事務職

６月１５日～１７日 製造系エンジニア

・出展企業 ４６社

・面談数 １１件
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過去の開催状況

時 期 地域 会 場 企業数 来場者 延面談 相談等

元年度

７月２８日 東京 ﾋｭｰﾘｯｸﾎｰﾙ ５４社 １４１人 ２５０件 １６３件

８月１２日 秋田 アルヴェ ５０社 ３１５人 ４５９件 ２５１件

９月２３日 仙台 ﾎｰﾙ松栄 ４９社 ５４人 １４０件 ８８件

１０月２７日 東京 ﾋｭｰﾘｯｸﾎｰﾙ ５５社 １２１人 ２６８件 １９９件

１２月３０日 秋田 アルヴェ ６２社 ５５０人 ５９６件 ２８０件

２月 ９日 東京 ﾋｭｰﾘｯｸﾎｰﾙ ５７社 １２３人 ２５５件 ２５０件

計 ３２７社 1,304人 1,968人 1,231件
２年度

６月１４日 東京 ﾋｭｰﾘｯｸﾎｰﾙ 中 止

８月１２日 秋田 アルヴェ 中 止

９月２７日 仙台 ﾎｰﾙ松栄 中 止

１０月２５日 東京 ﾋｭｰﾘｯｸﾎｰﾙ 中 止

１１月１５日 オンライン ８１社 ５６人 ９４件 －

１２月３０日 秋田 ビューﾎﾃﾙ 中 止

１月１７日 オンライン ５３社 ７４人 １３１件 １０件

２月 ７日 東京 ﾋｭｰﾘｯｸﾎｰﾙ 中 止

計 １３４社 １３０人 ２２５件 １０件

３年度

６月２７日 オンライン ８１社 ５６人 １１３件 ６件

８月１２日 秋田 アルヴェ 中 止

９月２６日 オンライン ８５社 ７３人 １２５件 １２件

１０月２４日 オンライン ５８社 ４２人 ３３件 ３６件

１２月３０日 秋田 ANA ｸﾗｳﾝ ７４社 ２１６人 ４２５件 ８０件

同時開催 オンライン ４７社 ２２人 ２２件 ８件

２月１３日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ 中 止

計 ３４５社 ４０９人 ７１８件 １４２件

４年度

７月 ３日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ ６６社 ８２人 １４８件 ９７件

８月１２日 秋田 アルヴェ ６６社 １１９人 ２１５件 ７５件

９月２５日 オンライン ５６社 ３１人 ４３件 ２３件

１０月３０日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ ５８社 ２２９人 １９５件 ２５３件

１２月３０日 秋田 アルヴェ １００社 １１５人 ２３１件 ８６件

２月１２日 東京 産業貿易ｾﾝﾀｰ ７４社 ２００人 １８０件 ２０６件

計 ４２０社 ７７６人 1,012件 ７４０件



- 5 -

フェア出展企業等に対するガイダンスの実施

・ ６月１４日 ９３人（オンライン）

・ ７月１９・２０日 ９６人（オンライン）

・１０月 ３日 ８５人（オンライン）

・１２月 ６日 ７２人（オンライン）

・ １月１１日 ４２人（オンライン）

（３）Ａターン企業面接交通費等の助成

①既卒Ａターン登録者への支援

秋田県内で県内企業との面接に係る交通費の一部を助成することによ

り、面接機会の増加に努めた。

区 分 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

面接者への助成 ８ ２０ ２９ ３０

うち就職者 ２ １４ １９ １６

②Ａターン登録学生への支援

Ａターンプラザの学生就活サポーターとの連携により、学生登録の促進

・就職相談を強化するとともに、Ａターン登録学生(県外学生)が県内企業

と県内で面接をした場合、クオカード５千円を進呈することにより、県内

企業へのＡターン新卒者採用機会の増加に努めた。

区 分 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

県外Ａターン登録学生 ２２２ ２９４ ２８２ ２７５

卒業年次 ６３ ９５ ９２ ９２

卒業年次以外 １５９ １９９ １９０ １８３

面接者への助成 ０ ６ ８ ３

うち就職者 ０ ０ １ ０

（４）広報活動の実施

①秋田魁新報を始めとした各新聞や民放ＴＶ、県・市町村広報誌など各種媒

体を利用して、Ａターン就職促進ＰＲ活動の実施

②Ａターン・就職情報誌「あきた日和」を発行し、Ａターン登録者に配布す

るとともに、関係機関等への配布掲示によるＰＲ活動の実施

７，５００部×３回発行
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③県内の商工団体や業界・企業に対するＡターン制度の普及・登録促進

④市町村における就職面談会等へ出展し、Ａターン登録等ＰＲ活動を実施

⑤登録市町村・団体からの「ナビ」を活用した情報発信の促進

⑥あきた就職ナビへの関係機関リンク拡大強化による幅広い情報提供

〇あきた就職ナビＰＲ

・新聞広告 ５月２日、６月５日、７月２日、９月１０日、１０月９日

１１月６日、１２月３日、１月４日、２月５日、３月１２日

魁新報（情報プラザ欄）【５月～３月 計１０回】

・チラシリニューアル版

作成数 県内企業用 ５，０００部

Aターン希望者用 １０，０００部

配布先 県内ハローワーク、県（各振興局・県外事務所含む）

秋田銀行、北都銀行、美彩館 等 ２３１カ所

〇フェアＰＲ

・新聞広告 ６月 ４日、６月１９日 魁新報（テレビ欄）〔県実施〕

６月１７日 魁新報（一面企画広告）

７月２３日、７月２５日、７月３１日、８月６日、８月８日

魁新報（情報プラザ欄）

８月１７日 魁新報（テレビ欄）

１０月１４日 魁新報（一面企画広告）

１２月１２日、１２月１７日、１２月１９日、１２月２４日

１２月２６日 魁新報（情報プラザ欄）

・テレビＣＭ １５秒ランダムスポット

６月８日～７月１日 ＡＢＳ１５本、ＡＡＢ２５本

パブリシティ３０秒 各社１回

７月２０日～８月１２日 ＡＢＳ２０本、ＡＡＢ２０本、ＡＫＴ２２本

追加ＡＢＳ２７本

パブリシティ３０秒 各社１回

１０月５日～２２日 ＡＢＳ２０本、ＡＡＢ２０本

パブリシティ３０秒 各社１回

追加ＡＢＳ３１本

１２月７日～３０日 ＡＢＳ２０本、ＡＡＢ２０本、ＡＫＴ２２本

追加ＡＡＢ１５本

１月１１日～２月３日 ＡＢＳ２０本、ＡＡＢ２０本

パブリシティ３０秒 各社１回

追加ＡＡＢ１５本
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・ＰＲチラシ 登録者、県内ハローワーク、市町村等関係団体、

秋田銀行･北都銀行全支店 に配布

（県外大学、県内大学･短大･専門学校にはメール配信）

６月 ７，０００枚 ７月 ７，０００枚

９月 ７，０００枚 １２月 ７，０００枚

１月 ７，０００枚

・その他 ＰＲティッシュ配布

８月１０日 秋田空港 ８月１１日秋田駅

１２月２９日 秋田空港、秋田駅

１２月１４日～２９日 秋田中央交通高速バス配置

情報誌「ＯＴＴＯ」2023夏号広告掲載
情報誌「ＯＴＴＯ」2023冬号広告掲載

・マスコミ報道 １２月３０日 ＮＨＫ ニュースこまち

１２月３１日 ＡＡＢ トレタテ！

・広報 Ａターンフェア紹介記事掲載

秋田市 ６月１６日号、８月４日号

由利本荘市 ６月１５日号、８月１日号、１０月１５日号、

１２月１５日号、１月１５日号

〇あきた日和発行

登録企業、登録者、県内市町村、関係団体、

秋田銀行・北都銀行全支店に配布掲示

７月２０日 ７，５００部 １２月７日 ７，５００部

３月２８日 ７，５００部

〇その他

５月１７日 雄勝地域人材確保情報交換会 ナビの説明・周知 ３０社

６月２７日 潟上市合同就職面接会 ナビの説明・周知 ７社

７月１３日～３１日 県内大学・専門校等訪問 フェアの周知 １０校

８月１２日 横手市合同就職面接会 ナビの説明・周知 １０社

８月３１日～９月１日 首都圏大学キャリアセンター担当者との

情報交換会に出席 周知への協力依頼１６大学

東北工業大、東北福祉大、職能大を訪問

１２月４日～８日 県内大学・専門校等訪問 フェアの周知 ９校

１月２９日 大館地区企業説明会 ナビの説明・周知 ６社

２月 ６日 北秋田地区企業説明会 ナビの説明・周知 ８社

２月１４日 能代山本地域企業ガイダンス ナビの説明・周知 ７社
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（５）職場等定着支援 （秋田県委託事業）

県内企業の人材確保及び活性化には、Ａターン(移住・起業含む)者等の県

内就職はもとより、就職後の定着が重要な要素であることから、事前事後の

相談対応により、定着にむけた支援を行った。

①機構内に専任職員(正職員１名、任期付１名)を配置

②相談ブースを設置

③県移住定住促進課が運営する移住システムを活用し記録・情報提供

※あきた就職ナビを併用した就職支援

④Ａターン（移住・起業）後の訪問等による相談活動の実施

(単位；人)

区 分 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

実 績 実 績 実 績 実 績

移 住 シ 新規登録者数 ６４５ ８２０ ８８３ ７８４

ステム 年･月度末登録者数 ３，７８９ ４，６０９ ５，４９２ ６，２７６

移住完了確認世帯･人数 ３０３世帯 ３４９世帯 ４１２世帯 ４８２世帯

５７６ ６６９ ７２５ ８３４

相談対応 １，１８８ １，５４８ ２，０１５ ２，２３４

ふるさと定住機構 ９３３ １，０３８ １，１９７ １，３９２

Ａターンサポートセンター ２５５ ５１０ ８１８ ８４２

○ 市町村Ａターン・移住情報交換会

・ ７月１０日 県北１回目

参加者：大館市、北秋田市、三種町、八峰町、

県移住・定住促進課、Ａターンプラザ

内 容：体験ツアーの運営、移住者の把握方法、地域間連携 ほか

・ ７月１２日 県央１回目

参加者：にかほ市、大潟村、県移住・定住促進課、Ａターンプラザ

内 容：体験ツアーの運営、体験住宅の活用、移住相談の傾向 ほか

・ ７月１４日 県南１回目

参加者：横手市、湯沢市、羽後町、県移住・定住促進課、Ａターンプラザ

内 容：独自の取組、支援制度の活用状況、地域間連携 ほか

・ １１月１３日 県南２回目

参加者：湯沢市、羽後町、県移住・定住促進課、県コアベース

内 容：Ａターンフェア所感、相談対応実情、移住後フォロー ほか

・ ３月１１日 (追加開催分)

参加者：羽後町

内 容：年度の振り返り、次年度に向けた取組、移住者交流会 ほか
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２ 若年者地域連携事業（秋田労働局委託事業）

決算額 ２７，２４２千円

コミュニケーション能力や職業に対する意欲が十分でないなどの問題を抱える

若年者等に対し、職業意識や社会適応能力の啓発と向上を促すとともに、職業指

導や就職準備について支援を行い、ハローワーク業務との相互補完や関係機関と

の連携を図りながら、一人でも多くの若年者の就職支援及び若年者の職場定着に

繋がるような企業の取組を促すための支援を実施した。

（１）若年者の採用拡大のための広報及び啓発等

・ＷＥＢ広告、ホームページ、広報誌、メールマガジン等による広報及び

啓発

・ポスター、リーフレット等による広報及び啓発

・ホームページ内の｢就活チャンネル(動画)｣等の支援バナーによる支援内

容の周知

・「ユースエール認定企業」事業の周知・広報 他

・広報用ポスターのリニューアル版

作成数 Ｂ２版 ２１０枚

配布先 大学等、高校、ハローワーク、公民館、市町村等

・WEB広告
あきた就職活動支援センターの利用促進を図る

プロモーション ５月１日～６月３０日 （Google、Instagram、YouTube）
９月１日～１０月３１日（Google、Instagram、YouTube）

１２月１日～１月３１日 （Google、Instagram、YouTube）
２月１日～３月２９日 （Google、Instagram、YouTube）

新聞広告 ⒉回 ２月１９日、３月１９日（秋田魁新報）

・リーフレット作成配布

広報用リーフレットのリニューアル版

作成数 A４・三つ折り版 １１ ,８００枚
配布先 センター、サテライト、ハローワーク、大学等、高校

・就活アシスト通信 Solana―そらな―、サテライト通信の発行
作成数 Ａ４版 各号８５６部

発行時期 ３カ月に１回

発行数 そらな（７０号～７３号） 各号６４１部

サテライト通信（４１号～４４号） 各号２１５部
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配布先 ハローワーク、コミセン、センター、サテライト

・メールマガジンの発行 「jobっちゃお通信」
登録者数 ３４３（2/26） 発行時期 月２回

発行数 ４３５号（４/３）〜 ４５８（3/25）計２４回

・マスコミ報道された事業

９月１３日 職場定着セミナー（管理者等向け）ＮＨＫニュースこまち

９月２６日 職場定着セミナー（管理職等向け）秋田さきがけ ４面

１２月２０日 就活アシスト講座（求職者向け能代開催）北羽新報 ２面

・新聞等の広報

秋田魁新報「週間情報コーナー」への掲載

各種講座・セミナー等 ４０回７２セミナー

（２）「就職力」を身につける事業

区 分 ５年度計画 ５年度実績

回数 人 員 回数 人 員

就活アシスト講座 一般 ３８ ２５２

就 学生 ４０ ５００ １１ ４２５

職 一般求職者 学生

対 ３８回 ２５２人 大学等１１回 ４２５人

策 中央 １７回 ８５人 ９回 ３８３人

関 北部 １０回 ９０人 １回 １８人

係 南部 １１回 ７７人 １回 ２４人

講 就職活動支援セミ

座 ナー（卒業年次） 学生・生徒 ２５ １，０００ ２８ １，０４１

大学１校９２人 高校２７校９４９人 合計２８校１,０４１人
中央 大学１校９２人 高校１３校５１２人

北部 高校 ２校 ４５人

南部 高校１２校３９２人

パソコン・を活用した職業適性

診断の実施（施設内は随時、就職相 随時 ３００ 随時 ５３３

談会場等での実施）

うち フェア・相談会等での実施状況

７月 １日 あきたまるごと Aターンフェア（産業貿易センター）1 ２人
８月１２日 あきたまるごと Aターンフェア（秋田テルサ） ３４人

８月２１日 横手市就職面接会・企業説明会 （横手ｾﾝﾄﾗﾙﾎﾃﾙ） ６人

９月 ２日 ふくしのしごと総合ﾌｪｱｉｎ秋田（ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ秋田） ９人

９月２０日 女性のためのお仕事探しﾌｪｽﾀ（横手交流ｾﾝﾀｰ） ６人

９月３０日 女性のためのお仕事探しﾌｪｽﾀ（イオンモール秋田） ７人
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1０月２２日あきたまるごとＡターンフェア（産業貿易センター）１３人

１２月２６日秋田県業界研究会（ＡＮＡクラウン秋田） １０人

１２月３０日あきたまるごとＡターンフェア（ＡＮＡクラウン秋田２３人

１月 ５日 大曲仙北地域就職面接会・企業説明会（大仙市） ７人

１月２１日 横手市就職面接会企業説明会（横手セントラルホテル）８人

２月 ３日 あきたまるごとＡターンフェア（産業貿易センター）１７人

３月 ２日 ふくしのしごと総合ﾌｪｱｉｎ秋田（ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ秋田） ４人

３月１２日 秋田県合同就職説明会（ＡＮＡクラウン秋田） ５人

３月１３日 秋田県合同就職説明会（ＡＮＡクラウン秋田） １３人

就職準備セミナー

（高校１・２年生対象） 生徒 １５ ８００ １６ ７９１

中央 高校 ８校 ６３６人

北部 高校 ４校 ８５人

南部 高校 ４校 ７０人

就職活動支援コーナーによる支援 ２，７９８

（ＰＣによる情報検索、応募書類の 通年 ２，１００ 通年 内 44歳以下
作成支援） １，５３５

計 ４，７００ ５，８４０

（３）「定着力」を身につける事業

区 分 ５年度計画 ５年度実績

回数 人 員 回数 人 員

若年者に対する企業説明会・職場

見学会の実施（県内大学生等も対象） １５ １２０ ９ １０２

見学会１５社８回 説明会２社１回 計９回

参加者１０２人 一般求職者６人

大学生３人 専門校７４人 高校１９人

新卒就職内定者に対する「新社会

人準備講座」の開催 オンライン ５ １ ,２００ ５ １ ,５４０
・高校を会場に開催

・大学生等向けは一括開催

計 大学等１回 １２９人 高校４１校１，４１１人

中央 大学等１回 １２９人 高校１７校 ５０４人

北部 高校 ９校 ５４９人

南部 高校１５校 ３５８人

職場定着セミナーの開催 ２ １００ ２ １００

９月１３日 秋田市会場 管理職８０人（６７社）

１０月１２日 湯沢市会場 若年者２０人（１２社）

計 １，４２０ １，７４２
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３ キャリア応援事業（秋田県委託事業）

決算額 ３０，５７６千円

就職に関する悩みや課題を抱える全年齢層の求職者に対し、キャリアコンサル

ティングの機会を提供するとともに、相談者個々人の特性に応じたきめ細やかな

支援を実施した。

（１）カウンセリング等施設の運営

秋田県ワンストップサービスセンターとして、

「あきた就職活動支援センター」の運営

中央センター （秋田テルサ３Ｆ） 相談員 ３名配置

北部サテライト（大館市伊徳３Ｆ） 相談員 １名配置

南部サテライト（横手市イオン２Ｆ） 相談員 ２名配置

計 ６名配置

（２）カウンセリング・セミナー等の実施

区 分 ５年度計画 ５年度実績

個別カウンセリング ４,０００人 ４ ,７０８人
内 新規登録 １ ,１６６人（中央５３７ 北部１９９ 南部４３０ ）

内 就職者 ４５０人（中央１９９ 北部 ７８ 南部１７３ ）

内 出張相談会 １２回 ２６人

就職支援プログラム作成 ５５０人 ５７１人

ジョブカード作成支援 １０人 ２人

グループカウンセリング テルサ内 ６回 ６回 (１４人)

ハローワーク就職支援セミナー １２ HW １５０回 １６８回 (2,239人)
各種講座等による支援(若年連携共催) １５０人 ２１４人 (３２回)

就活ミニセミナー １３回 １２回 (４９人)

中学高校等でのキャリア教育支援 ５回 ２回(３６１人)

中学校 ０回 ０人

高校 ２回 ３６１人

各種事業開催時におけるコンサルティング １５回 １６回(１７８人)

等の実施(市町村等就職相談会・機構フェア等)

7月 1日 あきたまるごと A ターンフェア(東京) 産業貿易センター浜松町館 １２人

8月 12日 あきたまるごと A ターンフェア(秋田) 秋田テルサ ３４人

8月 21日 横手市就職面接会／企業説明会 横手交流ｾﾝﾀｰ Y2 ぷらざ ６人

9月 2日 ふくしのしごと総合フェア ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ秋田 ９人

9月 20日 女性のためのお仕事探しﾌｪｽﾀ 横手交流ｾﾝﾀｰ Y2 ぷらざ ６人

9月 30日 女性のためのお仕事探しﾌｪｽﾀ イオンモール秋田 ７人
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10月 12日 若手社員向け職場定着セミナー 湯沢ロイヤルホテル ５人

10月 22日 あきたまるごと A ターンフェア(東京) 産業貿易センター浜松町館 １３人

12月 26日 秋田県業界研究会 ANAクラウンプラザホテル秋田 １０人

12月 30日 あきたまるごと A ターンフェア(秋田) ANA クラウンプラザホテル秋田 ２２人

1月 5日 大曲仙北就職面接会／企業説明会 大仙市仙北ふれあい文化センター ７人

1月 21日 横手市就職面接会／企業説明会 横手セントラルホテル ８人

2月 3日 あきたまるごと A ターンフェア(東京) 産業貿易センター浜松町館 １７人

3月 2日 ふくしのしごと総合フェア ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ秋田 ４人

3月 12日 秋田県合同就職説明会 ANAクラウンプラザホテル秋田 ５人

3月 13日 秋田県合同就職説明会 ANAクラウンプラザホテル秋田 １３人

イベント等ＰＲ

・イベントでのチラシ配布

Ａターンフェア in秋田 ２回（8月 12日、12月 30日）
（企業向け職場定着オンライン相談）

・パブリシティ

秋田魁新報「週間情報コーナー」掲載

１１回 １６件（5月 17日～ 3月 6日）
（ミニセミナー、ジョブクラブ、出張相談会）

○出張相談（各ハローワークにて開催）

4月 28日(男鹿)２人 5月 29日(本荘)３人 6月 27日(ｱﾄﾘｵﾝ)４人
7月 28日(男鹿)３人 8月 31 日(本荘)２人 9月 29日(ｱﾄﾘｵﾝ)２人

10月 27日(男鹿)１人 11月 28日(本荘)２人 12月 19日(ｱﾄﾘｵﾝ)２人
１月 29日(男鹿)１人 ２月 29日(本荘)３人 ３月 11日(ｱﾄﾘｵﾝ)１人

○高齢者向けパソコンセミナー

５月２４日（履歴書作成）６人 ５月２６日（職務経歴書作成）２人

９月 ６日（履歴書作成）２人 ９月 ８日（職務経歴書作成）３人

１月２４日（履歴書作成）４人 １月２５日（職務経歴書作成）４人
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（３）職場定着への支援実施

①利用者の就職企業定着を支援するためフォローアップ相談等実施

②企業からの定着相談等に対するコンサル等実施

③企業向けセミナーの実施

１２月末実績

〇利用者のフォローアップ

・利用者への働きかけ：就職決定半年後に手紙・メールを送付 ３２５人

・相談件数 １人 延べ １回

・企業向けセミナー （若年者地域連携事業と共同開催）

９月１３日 職場定着支援セミナー 秋田テルサ ６７社８０人

・企業へのコンサル １社 １回
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４ 出稼者支援事業 【その他の事業（相互扶助事業）】

決算額 ４，８０９千円

秋田県の出稼労働者推計調査によれば、令和５年１１月２０日現在の本県の出

稼者数は１２０人で、令和３年度より４９人減となり、昭和５７年度以降減少が

続いている。一方、６０歳以上の出稼者は８７人（７２．５％）と最も多く、次

いで５０歳代が２２人（１８．３％）と５０歳以上が全体の約９割を占めており、

就労先での怪我の発生や留守家族等の連絡不足などが懸念されることから、引き

続き、出稼者及び留守家族に対する支援が必要である。

このため、令和５年度においても、秋田県の出稼労働者援護事業方針に基づき、

秋田県、県内市町村、秋田労働局等と連携協力し、以下の事業を実施した。

（１）出稼ぎに関する情報の収集、提供

①市町村出稼ぎ相談所を通じ届け出た出稼労働者数の把握

②秋田県東京事務所と連携した出稼労働者実態の把握

出稼者数の推移

区 分 ３０年度 元年度 ３年度 ５年度

出 稼 者 数 ２８４人 ２５９人 １６９人 １２０人

６０歳以上 ２０４人 １９０人 １２６人 ８７人

割 合 ７１．８％ ７３．４％ ７４．６％ ７２．５％

※雇用労働政策課調べ（各年とも１１月２０日現在）

※元年度から隔年調査（２・４年度は調査なし）

（２）傷害総合保険への加入取次

①当財団が団体加入している傷害総合保険事業の情報提供

②傷害総合保険加入を前提とした、出稼ぎ就労届出の促進のための、市町村

広報等による啓発促進

傷害総合保険加入者数の推移

区 分 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

加入者数 ２０５人 １６２人 １４３人 １２３人 １０６人

加入率 ７９．２％ － ８４．６％ － ８８．３％

※２・４年度は出稼者数調査がないため加入率は算定しない

（３）出稼ぎに関する困りごと相談

市町村出稼ぎ相談所、秋田県東京事務所と連携した出稼ぎに関する困りご

と相談及び傷害総合保険契約会社への照会、取次


